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（一般記事） 

論文発表をめざす生徒理科研究法 第１章 論文を読んで研究とは

何かを学ぶ 

 

生徒の理科研究所 
 

〒623-0342 京都府綾部市金河内町奥地 22 番地， http://seitonorika.jp,  uketuke@seitonorika.jp 

 

要旨：生徒理科研究を行うには、最初にレベルの高い生徒理科研究論文を読み、「研究とは何か」を理解して

おくとよい。 

類別：一般記事   分野：生徒理科研究   キーワード：論文講読、論文構成 

 

 

生徒は理科の勉強は知っていても、理科研究の経

験はほとんどありません。そこで研究に取り組むに

は、まず、「研究とは何か」について前もってイメー

ジ（見通し）をつくっておく必要があります。そのた

めのもっとも有効な方法は論文を読むことです。日

本学生科学賞（読売新聞社）（＊1）の最近の受賞論文

を読むとよいでしょう。論文の構成には未熟さがあ

りますが、研究そのものはしっかりしているものば

かりです。各自が読むだけでなく、論文講読演習とし

て、教師による授業指導やグループ講読会により、論

文の構成と科学的論理展開法への理解を深めます。

大学での研究室ゼミのように、生徒自身による論文

紹介を行うのも効果的です。各人が 1 編だけでなく

数編の論文を読み、基本パターンと多様性を理解す

ることが大切です。 

＊1 日本学生科学賞（読売新聞社） 

(https://event.yomiuri.co.jp/jssa/)． 受賞論文

のｐdf ファイルが「理科自由研究データベース」（御

茶ノ水女子大学）（http://sec-db.cf.ocha.ac.jp/）

で web 公開されています。 

まず論文を概観しながらつぎのことを確認しまし

ょう。①論文は、研究成果を社会的に公表・記録し、

科学の発展と社会に貢献するために書かれたもので

す。授業単位を取得したり、コンクールで賞をとった

り、大学入試を有利にしたりするためにあるのでは

ありません。論文を出版・公表して初めて研究成果は

人々のものになり、社会の財産になります。②科学論

文は読者に効果的に内容を伝えるために、一定の様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 科学論文の構成 論文は一定の様式

に従って記述される。 
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式に従って書かれています。すなわち、論文は、研究

課題（テーマ）、著者名、要旨、はじめに、材料と方

法、結果、考察、謝辞、引用文献からなっています。

③研究課題（テーマ）は読者が内容をすぐに理解でき

るように具体的で正確な言葉をもちいて短くあらわ

されています。④要旨には研究の研究目的と結果・結

論が短くまとめられています。⑤「はじめに」には研

究を論文発表する理由と研究目的、すなわち、文献引

用による既知情報のまとめと、新規の課題・問い（疑

問）の提起、研究結果と結論の概要が説明されていま

す。⑥材料と方法には、研究対象・材料・調査地、実

験・調査方法・データの取り方、データ処理のしかた

が、同じ分野の研究者なら追試できるように書かれ

ています。⑦結果では、まず、実験・調査・理論計算

の結果が図・写真・表・グラフや計算式にもとづき説

明され、さらにそこから論理的に導かれる結論が説

明されています。⑧考察では、結果・結論を短くまと

めた上で、その新規性と学問的意義および社会的意

義についての著者の考えが、先行研究や関連情報を

引用しながら説明・議論されています（＊2）。 

＊2 論文の各構成要素の詳しい説明は、本稿の「第

５章ポスターと投稿論文の作成法」参照。 

論文は正確に読む、分析的に読む、批判的に読みま

す。具体的なポイントは以下の 4 点です。①まず論

文の構成要素を理解できるようになることが重要で

す。論文のどの部分が上記論文要素のどれに該当す

るのか仕分けし、各要素の内容を上記説明に従い分

析・確認する練習を行いましょう。先に述べたとおり、

日本学生科学賞受賞論文には、各要素に正確に分け

られていなかったり、構成に混乱があったり、一部が

欠けていたりしているものもあるので、そのことも

分かるようになりましょう。②つぎに、提起された問

い（疑問）と実験・調査法、結果と結果から導かれる

結論との間にある厳密な論理的関係を理解すること

が重要です。各実験・調査がどのような問い（疑問）

を解決するために行われたのか、実験・調査はその問

いに答えるために適切に計画・実施されているか、実

験・調査結果から導かれる結論は論理的に正しいか、

あいまいな推論や思い込みがまじっていないか、そ

の結論は最初に提起した問いの答えとなっているか、

などを検討します。この時、仮に実験・調査結果が別

のものになった場合には結論はどのように変化する

のか、疑問に答えるためにもっと別の実験・調査はな

いか、などを考えることも重要です。③第 3 に、研

究の新規性と結果・結論の意義に対する理解と検討

が重要です。著者は研究の新規性をどのように主張

しているか、研究の結果・結論の新規性の意義をどの

ように主張しているか、その主張が適切かあるいは

別の考え方も成り立つのかを検討します。また、この

研究をさらに発展させるためにはどのような新規性

のある問いあるいは研究が考えられるかをみんなで

議論すれば理解が深まります。④最後に、研究方法の

レベルと研究に必要な労力を検討します。研究方法

のレベルは、中学から高校 3 年生までの理科教科書

やこれまでの生徒理科研究の範囲にあるか、あるい

は高校レベルを大きく超える特殊なものかを検討し

ます。研究に必要な労力は、その研究を行うのにどれ

だけの人数と時間が必要とされるかを検討します。

そして、自分たちでもそのつもりで取り組めば同様

の研究が可能か否か、どのようにしたら同等の研究

をすることができるかについてみんなで議論しまし

ょう。 

論文講読から得られる知識や思考能力は、研究課

題を考えたり、研究計画を立てたり、実験をしたり、

実験結果を解釈したり、論文を書いたりするときに

役立ちます。理科研究法や科学的思考法を一般論と

して説明するだけでは、理科研究経験のない生徒に

はほとんど理解できません。具体的事例を用いた論

文講読演習により、はじめて知識や能力は身に付き

ます。ここで重要なことはレベルの高い生徒理科研

究論文を読むことです。レベルの低い論文では効果

はありません。その意味で日本学生科学賞の受賞論

文は適切です。部活であれば毎月一編の論文を読む、

探究活動の授業であれば少なくとも数編の論文を読

むことをすすめます。効果的な少人数教育のために

は大学院学生等の教育補助者の役割も期待されます。 
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最後に、英語で書かれた一般研究（大学院博士課程

レベル）の通常論文（full paper）を紹介します。論

文がどのようなものであるのかを理解するための参

考にしてください（＊3）。 

＊3 大学院博士課程レベルの通常論文。Google 検

索で DOI 番号または論文のタイトルを入れると pdf

ファイルをダウンロードするためのホームページが

出ます。 
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この文章は、生徒の理科研究所ホームページ

（http://seitonorika.jp）の「生徒理科研究法」か

ら作成したものです。（2020 年 5 月 11 日）

 


